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要     旨 

【緒言】                                          

循環気質や発揚気質といった感情気質は，双極性障害の病前の素因とみなされているが，これらの気 

質の神経基盤は同定されていない。この研究の目的は，健常な被験者において，これらの気質が脳形 

態学的に特定の領域の神経基盤と関係するかどうかを調査することである。            

                                              

【研究対象および方法】                                   

感情気質について、60 名の健常な被験者（男性 30 名，女性 30 名）において横断的な脳画像研究を 

行った。すべての被験者は，MINI(the Mini-International Neuropsychiatric Interview)を用いて現 

在および過去に精神医学的な障害がないことを確認された。TEMPS-A (the Temperament Scale of  

Memphis, Pisa, Paris and San Diego-Autoquestionnaire) を用いて循環気質および発揚気質の点数 

を測定した。MRI (Magnetic Resonance Imaging)による T1 強調画像を撮像し，これらの感情気質 



 № 2  

と局所脳体積との関係を，VBM(voxel-based morphometry)によって解析した。          

                                              

【結果】                                          

循環気質の点数の高い被験者は，点数の低い被験者に比べて，左の MFG(medial frontal gyrus)の灰 

白質の体積が有意に大きかった。男性の被験者のみにおいて，発揚気質の点数の高い被験者は，点数 

の低い被験者に比べて，同様に左の MFG の灰白質の体積が大きかった。しかし女性の被験者では， 

点数の高低で体積の差は認めなかった。循環気質と発揚気質の両方の点数が高い被験者は，それ以外 

の被験者と比べて，これも同様に左の MFG の灰白質の体積が大きかった。また，これらの有意な差 

のみられた左の MFG のクラスタにおけるピークの座標に基づく ROI (region of interest)解析では， 

関心領域において，気質の点数と局所の体積との間に有意な正の相関を認めた。          

                                              

【考察】                                          

今回の結果は，循環気質と発揚気質が左の MFG の灰白質体積増大と関係することを示唆する。MFG 

は，感情と認知機能を結合する神経プロセスに含まれるとみなされており，MFG の異常な活動が双 

極性障害の患者において危険因子である事も示唆されている。さらに双極性障害において左の MFG 

の体積減少が一貫して報告されている。今回の結果では，循環気質と男性のみの発揚気質において， 

左の MFG の体積と正の回帰が認められ，それは双極性障害でみられる体積減少と逆であった。本研 

究は横断的な研究であるため、この感情気質と体積との関係が生得的に決定されたものか後天的に獲 

得したものかは明らかではないが，仮説として，循環気質の情動の不安定さや発揚気質の高いエネル 

ギーが灰白質体積の増加に関係し，それが双極性障害の発症や経過のある時点で壊滅的な変化があり 

体積減少に転じるのではないかと考える。                           

                                              

【結語】                                          

本研究の結果は，健常は被験者において循環気質と発揚気質の脳形態学的な神経基盤が，左の MFG  

にあることを示唆する。                                             

                                              






